
                                

                           

 

      

 
No.１４ 

令和７年５月２日 

発行責任者：井上真一 

校訓『努力・創造・協力』  

 

 

新学期が始まり、早くも一か月が過ぎました。4月の始まりには、新しい学年、新しい

クラス、新しい仲間との出会いに胸を高鳴らせていたことでしょう。緊張と期待の入り混

じったスタートから、今は少しずつ生活のリズムにも慣れてきた頃だと思います。 

しかし、ちょうどこの時期は、そんな新鮮さが薄れ、少し疲れや気持ちの緩みを感じや

すい時でもあります。「思ったようにいかない」「なんとなくやる気が出ない」と感じる人

もいるかもしれません。そんなときこそ、この一か月の自分自身をふり返ってみましょ

う。 

この一か月間、皆さんはたくさんのことに取り組んできました。新しい教科への挑戦、

部活動での努力、初めての仲間と関係を築こうとする姿勢――どれもが、皆さん自身の成

長を示すものです。小さな一歩でも、「やり遂げたこと」「前より良くなったこと」がきっ

とあるはずです。 

その経験したこと、やりきったことを振り返って、昨年度よりも少し成長した自分に自

信を持ってほしいです。そして、その自信をもとにして、次は少しだけ高い目標を立てて

みてください。「昨日の自分より、少しだけがんばる」――その積み重ねが、必ず皆さん

の力になります。 

もう一つ、この時期に大切にしてほしいことがあります。それは「人との関わり方」で

す。新しいクラスでの関係にも少しずつ慣れ、親しみが増してくる時期ですが、だからこ

そ「親しき中にも礼儀あり」という言葉を大切にしてほしいと思います。気心が知れてき

たからこそ、丁寧な言葉づかいや思いやりの気持ちが、これからの信頼関係を支えていき

ます。 

学校生活は、皆さん一人ひとりが成長できる場です。

そして成長には、順風満帆な日だけでなく、立ち止まっ

たり、迷ったりする日も含まれています。大切なのは、

その一つひとつを意味ある経験として受け止め、自分の

力に変えていくことです。 

5月、新緑の季節です。球技大会や修学旅行・校外学

習などの楽しみな行事もあります。みずみずしい木々の

ように、皆さんもまっすぐに、しなやかに成長していっ

てくれることを願っています。 

稲美町立稲美北中学校 学校だより 

新緑の季節 自分を見つめ、次の一歩を！ 

活躍しています。北中生！ 
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スケートボード日本 OPEN 

ストリート女子中学 第３位 
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５・６月の行事予定 

 
≪５月≫ 

 １日（木）内科検診 1年 
 ２日（金）内科検診２年 
 ８日（木）球技大会 
 ９日（金）修学旅行・進路説明会 
１２日（月）～３０日（金） 教育実習 
１５日（木）中間テスト 1日目 
１６日（金）中間テスト２日目 
      避難訓練 
２０日（火）～２２日（木） 修学旅行 
２０日（火）校外学習（万博１・２年生） 
２３日（金）３年休業日 
２８日（水）心臓検診１年生 
２９日（木）歯科検診（全学年） 

 
 ≪６月≫ 

 ２日（月）学力テスト（３年） 
 ２日（月）～６日（金） 
      トライやるウィーク 
１１日（水）生徒総会 
１３日（金）郡総体抽選会 
１４日（土）郡総体（陸上） 
１８日（水）～２０日（金） 
      期末テスト 
２４日（火）尿検査（フォロー） 
２６日（木）眼科検診（全学年） 
２７日（金）～２８日（土） 
      郡総体 
２７日（金）給食なし 

＜安心・安全教室を開催 一人ひとりができることに取り組もう＞ 

 4月 23日全校生を対象に「イナキタ安心・安

全教室」を開催しました。テーマは、 

①「SNS」の正しい使い方 ②「いじめ」の防止 

の 2つでした。誰かに攻撃されている人がいた

り、そのような不安を感じたりしていては、学

校生活を安全に、安心して過ごすことはできま

せん。古谷先生からの話を聞いたあと、一人ひ

とりが考え、意見を交換しました。 

 SNSについては、長時間の使用が眼や脳への悪い影響を及ぼすという報告が数多くあ

ることから、利用時間を自分で制限していくことが必要です。さらに家庭学習や家族と

の団らん、睡眠時間が削られていることも心配です。また、SNSは知らず知らずのうち

に、誰かを傷つけたり、犯罪に巻き込まれたりする危険性もあります。中学生であって

も、責任を追及されることもあります。自分の行動に責任を持つことが不可欠です。 

 一方いじめは、学校生活の安全を脅かす最大の要因です。今、いじめは犯罪行為とし

て扱われることが多くなっています。学校のルールではなく、社会のルールが適用され

るということです。「冗談のつもり」とか「いじめるつもりはなかった」などの言い訳

は通用しません。相手の気持ちを考える、相手が嫌がることをしない、自分の行動を振

りかえるなど、一人ひとりが加害者にならないようにしていきましょう。いじめをなく

す最もよい方法は誰一人加害者にならないことです。 

 

 

 

 

保護者と教員の会 総会 を開催 

 今年度からスタートした「保護者と教員の会」の総会を開き、活動の方針などについ

て討議しました。ご協力をお願いします。年度途中の入会も可能です。 


